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ミー2 が設立され、初代会長レイノルズ（Joshua Reynolds, 1723–1792）は、歴史画を高次に置き、
それらを宗教的・歴史的道具立てのなかで理想化して描く「荘厳様式」（Grand Manner）を提唱し
ていった3。これらは、絵画の価値基準の一つとして引き継がれていくのであるが、19 世紀に入る
 1　 イタリアでは 1563 年にアカデミア・デッレ・アルティ・デル・ディセーニョ（Accademia delle Arti del Dis-
egno）が設立され、これは現在のフィレンツェ美術学校（Accademia di Belle Arti Firenze）にあたる。また、
1570 年代にローマではアカデミア・ディ・サン・ルカ（Accademia di San Luca, Roma）が設立されている。
フランスでは、1648 年に絵画彫刻アカデミー、1669 年に音楽アカデミー、1671 年に建築アカデミーが設立
され、その後様々な再編を経て、美術部門が中心となった機関が今日のエコール・デ・ボザール（École na-
tionale supérieure des Beaux-Arts, ENSBA）である。
 2　 The Royal Academy of Arts. 会員制度をもち、アカデミー正会員 （RA: Royal Academician） と準会員 （ARA: As-
sociate Royal Academician）があった。年次展覧会の出品作家から選ばれることが原則で、評議会の承認を得
て称号が与えられた。1867 年の移転後今日まで、ピカデリー （Burlington House, Piccadilly, London） にある。
 3　 1769 年から 90 年にかけての 15 回の講義。1778 年に 1～7 回分が初めて出版（Seven Discourses delivered in 
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と様々な芸術思想が現れ始める。芸術は歴史や宗教のためではなく、「芸術は芸術のため」（Art for 
Artʼs Sake）という審美主義的思想の 1870 年代の高まりはその一つである。本稿で考察対象とする






















例えば、1804 年設立のオールド・ウォーターカラー協会（The Old Water-Colour Society）は、風景
画や静物画を重視し、会員制による展示活動を進め、ロイヤル・アカデミーに次ぐ権威ある展示組
織となった4。一方、その厳密な会員制を批判し、ニュー・ウォーターカラー協会（The New 
Water-Colour Society）が 1832 年に設立する5。また、1806 年に設立されたブリティッシュ・イン
スティテューション（The British Institution）は、過去の名画の収集と展示だけでなく、同時代の
the Royal Academy by the President, London : T. Cadell, 1778）されると、やがて残りの 15 回分が出版され、の
ちに、すべてが単行本化し、様々な時代に再版された。 
 4　 ロイヤル・アカデミーでは水彩画を展示することはあっても、中心的な場に展示されることはなく、また、
水彩画家が会員になることはなかった。この組織は、次のような名称変更も行っている。The Society of 
Painters in Water-Colours, 1813. The Royal Society of Painters in Water-Colours, 1881.
 5　 1863 年には次の名称に変更された。The Institute of Painters in Water-Colours.
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図版 2　E.C. バーン = ジョーンズ 
《受胎告知》1876–1879 年 
カンヴァスに油彩、250×104.5 cm

















示をみることにしたい。この展覧会は、“The Royal Academy Summer Exhibition” という正式名にあ
るように夏季に開催される（冬季には企画展が開催された）。季節としてもイギリスの社交シーズ
ンの盛期にあたることから、その目的地の一つに数えられるようにもなり、19 世紀には毎年 35 万
人を優に超える入場者数を記録するロンドンの主要な行事の一つとなった。誰もが作品提出でき、






 6　 他には次のような展示機関があった。The Art Union（1837–1914） : The Free Exhibition（1847–1849） : The 
National Institution of Fine Arts （1850–1861） : The Hogarth Club（1858–1864） : The Dudley Gallery （1865–





れる機会を提供していた。画家ワッツ（George Frederick Watts, 1817–1904）は、1881 年に自宅に展示用ス
ペースを増築している。
 8　 Pietro Antonio Martini, The Royal Family at the Royal Academy, 1788, Etching, Victoria & Albert Museum.





　19 世紀に至っても変わらず作品で満たされた壁面展示であることは、1881 年に描かれた W.P. フ
リス（William Powell Frith, 1819–1909）の《ロイヤル・アカデミー展の招待日》（A Private View at 











挿図 1　W.P. フリス《ロイヤル・アカデミー展の招待日》1881 年、カンヴァスに油彩、103×196 cm、個人蔵
画面右手の親子と向かい合って立つ長身の男性がワイルド、中央の椅子に座る婦人と話しをする男性は会長のレイト
ンである。
デミー：設立とその基本的理念について」（『西洋美術研究』No.2、三元社、1999 年）, p.99. G.D. Leslie, The 
Inner Life of the Royal Academy （London: John Murray, 1914）, p.75.  Sidney Hutchison, The History of the Royal 
Academy 1768–1968 （New York: Taplinger Publishing Company, 1968）, p.108.
10　 1875 年の展示では 115,000 冊のカタログが売れたという。19 世紀末に至るまで毎年の入場者総数は平均














設立者は、リンゼー夫妻（Coutts Lindsay, 1824–1913; 














ンド・ハウス」13 であり、バーン = ジョーンズも無名
11　 Oscar Wilde, The Picture of Dorian Gray （Paris: Charles Carrington, 1908）, pp. 2–3.
12　 祖父の死で、3 歳にしてバロネットを与えられ、スコットランドにある土地と屋敷（Balcarees Castle, Fife）
を引き継いだ。従兄（Alexander Lindsay）はイタリア美術の学者でもある。





レット・カメロン（Julia Margaret Cameron, 1815–1879）はサラの姉である。その他の兄弟姉妹は次の通り。
挿図 2　グロヴナー・ギャラリー 
（西ギャラリー）




Hallé, 1819–1895）がいたが、彼の息子で画家のハレ（Charles Edward Hallé, 1846–1914）15 は、グロ
ヴナー・ギャラリーで展示監督を務めた人物である。1878 年の終わり頃から加わるようになった










ターカラー協会も後述するように脱会している。また、ホイッスラー（James Abbott McNeill 
Whistler, 1834–1903）の作品も多く展示されたが、グロヴナー開館の第 1 回展に展示された彼の作
品の一つは、ラスキン（John Ruskin, 1819–1900）との美術批評をめぐる裁判18 に至った《黒と金色




Adeline Maria, 1812–1830; James, 1813–1813; Eliza Ann, 1814–1818; Maria, 1818–1892; Louisa, 1821–1873; So-
phia, 1829–1911; Virginia, 1827–1910; Harriett, 1828–1828. このうちのマリア（Maria, 1818–1892）の孫が、
ヴァージニア・ウルフ（Virginia Woolf, 1882–1941）やベネッサ・ベル（Vanessa Bell, 1879–1961）にあたる。 
14　 バーン = ジョーンズ等のような画家の他、風刺雑誌『パンチ（The Punch）』の挿絵でも知られたデュ・
モーリア（George Louis Palmella Busson du Maurier, 1834–1896）、思想家・批評家のカーライル（Thomas 
Carlyle, 1795–1881）やラスキン、文豪テニスン（Alfred Tennyson, 1809–1892）、サッカレー（William Make-
peace Thackeray, 1811–1863）、音楽家のヨアヒム（Joseph Joachim, 1831–1907）等がいた。こうした様子につ




16　 The Pall Mall Gazette（1876）のような定期刊行物にロイヤル・アカデミー改革について言及していた。また、
「今日の画家」としてバーン＝ジョーンズ、ホイッスラー、レイトン、ミレイ、ロセッティらを評価してい
たことが、ハレやリンゼーらの目に留まり、展示監督として招かれることになった人物である。展覧会カタ
ログ（The Grosvenor Gallery, 1877～）の表紙をみると、第 1 回展には、リンゼー夫妻とハレの名が、1879 年
展からカーの名がそれに加えられている。







ニュー・ボンド・ストリート（135–137 New Bond Street）にあった。通りに面するファサードに
は、パラーディオ（Andrea Palladio, 1508–1580）設計のヴェネツィアの教会の建材等を用いてい
る20。それに呼応するかのように、全体が古典様式で統一された。正面玄関を入ると、イオニア式


























19　 設計者（William Thomas Sams）や施工者（G.H.& A. Bywaters）および内外装の詳細については、以下の文
献を参考にした。  
The Builder, April 28, 1877, p.424; May 12, 1877, p.473.  
The Graphic; An Illustrated Weekly Newspaper, May 5, 1877, p.410.
20　 ルネサンス期のものであるが、ヴェネツィア駅建設にともない取り壊されることになったものである。
21　 Walter Hamilton, The Aesthetic Movement in England（London: Reevs & Turner, 1882）, p.24.































22　 1880 年の場合、ロイヤル・アカデミー展に出品した女性は全体の 10.4％（油画 7％, 水彩画 25.7％, 彫刻
9.5％）, グロヴナー 20.3％（油画 13.5％, 水彩画 34.8％, 彫刻 25.8％）という記録がある。
23　 1883 年末から 1884 年中頃の間の時期に電灯となり、ロンドンで初の完全電灯照明によるギャラリーとなった。
24　 前掲の The Builder 等の雑誌の他、出品者ウィルター・クレイン等の回顧録にも詳しい。  
Walter Crane, An Artist’s Reminiscences （New York: Macmillan Company, 1907）, p.175.
25　 Christopher Newall, The Grosvenor Gallery Exhibitions （Cambridge: Cambridge University Press, 1995）, p. 16.
26　 “The Palace of Art （A New Version）,”The Punch, 7 July, 1877.
27　 壁の色の批判は、ウォルター・クレイン（Walter Crane, p.175）やロセッティの弟で批評家のウィリアム
（William Michael Rossetti, 1829–1919）の言葉（The Academy, 5 May, 1877）にも表れている。
















「ラファエル前派」（PRB: The Pre-Raphaelite Brotherhood）の主要メンバーである。反アカデミー
とも位置付けられるこの派の中で、ロセッティはその意思を最も強く表明した人物であった29。ま
たロセッティは、グロヴナー開館にむけて出品依頼があるも、体調を理由に辞退し、その時、彼は
強くバーン = ジョーンズのことを推薦したのだった 30。






大きな引き金となり、同年バーン = ジョーンズは協会を脱会する。以降、1877 年まで、わずかな
機会を除いて、公の展覧会に出品することはなかったが、バーン = ジョーンズ自身がこの間を
「至福の 7 年」31 と位置づけるように、制作に専念できた時期でもあった。また、彼は、生涯に 4 回
イタリアに渡っているが、この「至福の 7 年」の間に、3 度目（1871 年）と 4 度目（1873 年）を




30　 The Times, 27 March 1877, p.6.
31　 Georgiana Burne-Jones, Memorials of Edward Burne-Jones （London: The Macmillan & Co., Ltd., 1906）, vol. 2, p.69.













げている。第 1 回展に展示された《欺かれるマーリン》（The Beguiling of Merlin, 1872–1877）は、
翌年パリ万博にも展示されることとなり、海外でも高い評価を得た。同じく第 1 回展展示の《天地
創造の日々》（Days of Creation, 1870–1876）33 は、天使が持つ球に天地創造の場面を示す連作で、背
景の柔らかな天使の群像と花々の中に主たる図像が浮かび上がるものである。前掲のワイルドのほ
か 34、小説家で美術批評家としても名高いヘンリー・ジェイムズ（Henry James, 1843–1916）は、
この作品の「この上ない優美さ」35 を称え、バーン = ジョーンズの作品に一層関心を寄せるように














33　 連作（6 枚）が 1 つの額縁に入れ、展示された。
34　 Oscar Wilde, “Grosvenor Gallery, 1877,” The Dublin Magazine, 1877, pp.118–126.
35　 Henry James, The Painter’s Eye （London: Rupert Hart-Davis, 1956）, p.147.
36　 Georgiana Burne-Jones, vol. 2, p.77.




　第 1 回展（1877 年）以降の展示作品を、制作年の関係からみると、第 2 回展（1878 年）まで
は、バーン = ジョーンズが過去に制作した作品で、グロヴナーが所有者から借り受けたものも
あった。第 3 回展以降の作品は、完成年が 1877 年以降もしくは展示の年であることから、これら
の制作には、グロヴナーの空間のイメージがあった可能性がある。このうち、第 3 回展（1879 年）
に展示された連作《ピグマリオン》（The Story of Pygmalion, 1875–1878）は、仕上げは 1878 年であ
るが、同じ構想で 1867–69 年に描かれた連作がある。第 3 回展の《受胎告知》（The Annunciation, 
1876–1879）（図版 2・カラー頁参照）と第 4 回展（1880 年）《黄金の階段》は、グロヴナー開館後、
つまり、グロヴナーの空間をバーン = ジョーンズが実際に体感後に仕上げに向かった作品の、最
初の例と位置づけられる。よって、空間との関係性を考察できる資料としてあげられる。




現である。それまでの彩り豊かな表現は、4 回の渡伊のうちの前半 2 回がヴェネツィア派の影響で、

















38　 Stephen Wildman and John Christian, Edward Burne-Jones: Victorian Artist-Dreamer （The Metropolitan Museum 
of Art, 1998）, p.241.






























　「芸術は芸術のため」とは、イギリスでは、スウィンバーン（Algernon Charles Swinburne, 1837–
1909）が 1867 年『ブレイク論』40 で、1868 年にはペイター（Walter Pater, 1839–1894）がモリスの
詩集の評41 に、またその言葉を 1872 年『ルネサンス』の「結論」でも用いた42。さらに、その『ル
Faber Ltd., 2011）, p.285.
40　 Algernon Charles Swinburne, William Blake: A Critical Study, 1867.
41　 匿名で次のように発表した。ʻPoems by William Morris,ʼ The Westminster Review, October 1868, pp.311–312.






は、「（その）神主たるはバーン = ジョーンズ」であった43。ヘンリー・ジェイムズは、バーン =









　バーン = ジョーンズは、彼が本格的に絵を描くようになる 1860 年には、楽器を持った女性の群
像を描いており、1865 年開始の連作《聖ゲオリギウスと龍》（St. George and the Dragon, 1865–1866）
















編集出版（第 1 版）され、その後 1877 年（第 2 版）に The Renaissance: Studies in Art and Poetry として出版































45　 The Athenaeum, April 3, 1880, p.448.
46　 Stephen Wildman & John Christian, p.109.
47　 職業モデル（Antonia Caiva, Bessie Keene）の他、階上に横向きに立つのはバーン = ジョーンズの娘（Marga-
ret）、中段あたりにはモリスの娘（May）、下方でシンバルをもつのはパトロン（William Graham）の娘
（Frances）、その後ろは、バーン = ジョーンズも当時支持した自由党で、後の首相（W. E. Gladstone）の娘
（Mary）がモデルとなった。この他には、バーン = ジョーンズの芸術に影響を受けたり与えたりした後の
表現者たち（Laura Tennant, Mary Stuart Wortley, Edith Gellibrand）もモデルとして関わった（Stephen Wild-
man & John Christian, p.109）。
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おわりに
　《黄金の階段》がグロヴナー・ギャラリーに登場した翌年 1881 年に、ギルバート（William 
Schwenck Gilbert, 1836–1911）が台詞を書き、サリヴァンが（Arthur Sullivan, 1842–1900）が曲をつ
けたコミック・オペラ『ペイシェンス』（Patience）が上演された。当初ロンドンのコミック座で上

































挿図 4　 『ペイシェンス』250 回公演記念プ
ログラム、J. E. ケリーによる挿絵












図版 2　 S. Wildman & J. Christian, Edward Burne-Jones: Victorian Artist-Dreamer. Metropolitan Museum of Art, 1998.
挿図 1　 William Powell Frith, R.A. (1819-1909): The Private View at the Royal Academy, 1881. Martin Beisly Fine Art Ltd., 
2019.
挿図 2　The Illustrated London News, 5 May 1877.
挿図 3　 Newall, Christopher. The Grosvenor Gallery Exhibitions; Change and Continuity in the Victorian Art World. Cam-
bridge Uni. Press, 1995.
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“history paintings” as the highest category. “History” in this context included historically
important,religious,mythological,orallegoricalsubjects.ThishierarchycanbeseenintheRoyal
Academy inBritain between its founding year 1769 and themodern era.TheAcademy also
arrangedtheannualexhibitionofcontemporaryworksofart,called“theSummerExhibition”.In
thatshow,allpieceswerehungveryclosely,fromsidetosideandfromfloortoceiling,leaving
no empty space on thewallswhatsoever. Likewise, the position of theworkswashierarchal,
reflectingeachpainter’scareersandstatus.
Inthe19thcentury,however,Britainsawthedevelopmentofvariousothermovementsand










long, vertical canvas shows a troop of women carrying musical instruments, descending a
curved staircase and heading towards an open door. An art critic of the time described the
sceneinthisway.“[Thefigures]trooppastlikespiritsinanenchanteddream[…]Whatisthe
placetheyleft,whytheypassbeforeusthus,whithertheygo,whotheyare,thereisnothingto
tell.” In other words, this image has no specific subject and suggests nothing in history,
mythology,orpoetry.However,itcreatesasenseofmoodandtimelessness.
Inthelate19thcenturyanduptonow,thisdreamlikesensehasbeendiscussedinthecontext
of Aestheticism. However, examining each element of the picture, from the figures and
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compositiontotheendlessstreamoftheetherealbeings,wecanseethat forBurne-Jonesthe
imagewasnot limited to the canvasnorwithin thepicture frame.Rather the essence of the
workexpandsintothespacesurroundingthepaintingitself.Thatis,itincludestheareasabove,
belowandinfrontofthecanvas,wheretheviewersstand.Thisunusualcomposition leadsus
beyondreadingthepicturesolelyasanimageoncanvas.Therefore,wecometoperceivethe
entirepaintingasmovingintotheveryspacewherewearestanding.
